
2024 年 12 月 01 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕前第 4 主日／アドヴェント第 1 主日      No. 48 
 

主日礼拝   

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「地とそこに満ちるもの 

世界とそこに住むものは、主のもの。 

主は、大
おお

海
うみ

の上に地の基
もとい

を置き 

潮の流れの上に世界を築かれた。」  (詩編 24:1,2) 
 

点火 242-1 

「主を待ち望むアドヴェント」1 節 

 
 

リタニー「アドヴェントのリタニー①」 
 

司式者：天使の知らせを聞いて、 

会 衆：マリアは、喜びでいっぱいになりました。 

司式者：イエスさまが、うまれたことを知って、 

会 衆：はかせたちも、ひつじかいたちも、喜びで 

    いっぱいになりました。 

司式者：イエスさまがうまれるという知らせは、 

会 衆：わたしたちを喜びでいっぱいにします。 

司式者：イエスさまのお誕生は、 

一緒に ： わたしたちの喜びです。アーメン。 
 

賛美 235-1,3「久しく待ちにし」 

 

 
 

祈祷 
 

献金  
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 26「グロリア、グロリア、グロリア」 
 

 

 
 

聖書 イザヤ書 2:1～5   旧約(新共同訳)p1063 
 

1 アモツの子イザヤが、ユダとエルサレムについて 

幻に見たこと。 

2 終わりの日に 

主の神殿の山は、山々の頭として堅く立ち 

どの峰よりも高くそびえる。 

国々はこぞって大河のようにそこに向かい 

3 多くの民が来て言う。 

「主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。 

主はわたしたちに道を示される。 

わたしたちはその道を歩もう」と。 

主の教えはシオンから 

御言葉はエルサレムから出る。 

4 主は国々の争いを裁き、多くの民を戒められる。 

彼らは剣を打ち直して鋤とし 

槍を打ち直して鎌とする。 

国は国に向かって剣を上げず 

もはや戦うことを学ばない。 

5 ヤコブの家よ、主の光の中を歩もう。 
 



賛美 236 ｢見張りの人よ｣ 

 

 
 

説教 「平和な時に向けて」 
 

賛美 241 ｢来たりたまえ われらの主よ｣ 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

後奏  
 

司 式 要田 悟史 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 
 


